
  

 

 

「師走」でも走らない 

 陰暦１２月を師走といいます。「師馳せ月」（しはせづき）から派 

生したものであり、この言葉の数ある語源説の中で「師」とは「僧」 

であり、「師匠の僧がお経をあげるために東西を馳せる月」と解釈す 

るのがもっとも有力なものと言われています。また、「師」とは「教師」のことで「学校の先生も

忙しくて走り回る月」という説もあるようです。しかし私たち教師が走り回っていては、子どもた

ちの落ち着いた安定した学校生活に影響が出てしまいます。忙しさに振り回されることなく普段と

変わらぬ姿できめ細やかに関わっていくことが大切だと考えています。 

 年末・年始を控え、各ご家庭でもその準備のために忙しくなられることと思います。子どもたち

も大掃除や年始の準備等、家族の一員としての役割を果たす良い機会です。バタバタすることなく

落ち着いた中で１年を振り返り、新たな目標を立てさせたいものです。 
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エアコン設置の工事が始まりました 

 今週から、工事用の足場が組まれ、エアコン設置の工事が始まりました。室内機をとりつける

のに各教室１日を要するので、取り付け工事の日は、他の教室に移動して学習をしています。現

段階で６年生の教室の取り付けが済みました。 

子どもたちの安全に配慮してスムーズに工事が進められています。子どもたちにも工事現場

に近寄る事の無いよう指導をしています。教室と図書室合わせて１５か所にエアコンが付きま

す。暑い夏もエアコンが使用できるため、これまでより快適な教室環境で学習することができ

ます。 

 

 

保護者・地域の皆様にお世話になっています 

 天神小学校は、保護者・地域の皆様に支えられている学校だと感じることが数多くあります。

子どもたちの登校見守り、子どもたちの生活科や社会科見学、総合的な学習等の体験学習、放課

後子ども教室、通学路の点検等、実に数多くの場面でお世話になっています。 

 先日、地域の方が、運動場の砂が道路に流出しないように道具持参で作業をしに来てください

ました。昔、運動場の外側の道は、舗装されておらず雨が降ると、足元がぬかるんで大変だった

そうです。子どもたちが安全に安心して登校できるように通学路の整備にも心を配っていただい

ていることをありがたく感じました。 

 また、放課後子供教室では、今月１４日に門松づくりが予定されています。地域の皆様が門松

づくりに向けて、今週末の７日９時から菅原神社下にて竹切りをしてくださることになっていま

す。作業にご協力いただけると助かります。 

 


